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要要要要            旨旨旨旨    

 

序序序序    

 近年，アレルギー様症状に悩まされる人の増加が注目されている。アレルギー様症状や

アレルギー疾患は，我々を取り巻く環境や生活習慣などの変化から影響を受けるとともに，

我々の日常生活にも影響を及ぼすものであり，社会的関心の高い問題となっている。本研

究で対象とするアトピー性皮膚炎（Atopic Dermatitis；以下，AD と略す）は，そのよう

なアレルギー疾患のひとつとされる。以前は小児の患者が中心であったが，近年では成人

患者の増加・難治化が指摘されている。アレルギー疾患は慢性的な疾患であり，完全な治

癒を目指すというよりは日常的にコントロールしていくことが重要といえる。また，慢性

疾患の身体的苦痛とともに，AD の及ぼす心理・社会的影響にも目が向けられるようになり，

患者の主観的評価にも着目する必要性が指摘されている。加えて，日常的な周囲の人々の

行動や周囲の人々との関係も，患者が慢性疾患と付き合っていく上で重要であると考えら

れる。本研究では，成人 AD 患者を対象に，患者の生活者としての側面も含めて well-being

を捉える。また，患者の well-being に影響を及ぼす要因として，患者自身が AD のことを

どのように捉えているかという認知と，周囲の人々からのソーシャルサポートを中心とし

た検討を行う。成人 AD患者の ADに対する認知と，AD 患者におけるソーシャルサポート

に関する研究はまだ緒についたばかりであり，これらの観点から患者の主観を理解するこ

とは患者支援の第一歩として意義があると考えられる。また，成人 AD 患者の well-being

に対して，AD に対する認知やソーシャルサポートがどのような影響を及ぼしているかを明

らかにすることは，新たな支援方法の模索に寄与できるものと考えられる。AD は我々にと

って身近な疾患になりつつあるが，本研究によって得られた知見は，患者自身や周囲の人々

の対処方法に，新たな観点を提供することが可能となると考えられる。 

 

第第第第 1111 章章章章    研究背景研究背景研究背景研究背景    

 日本皮膚科学会によると，AD は，「増悪・寛解を繰り返す，掻痒のある湿疹を主病変と

する疾患であり，患者の多くはアトピー素因を持つ」と定義される（日本皮膚科学会，1994）。

AD の治療は，ADの診断および重症度の評価がなされた後，個々の患者において発症・悪

化因子の検索と対策，皮膚機能異常を補正するためのスキンケア，薬物療法を組み合わせ

て行われる（河野・山本（監），2008）。我が国における AD の推計総患者数は，349,000
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人である（厚生労働省，2009）。また，2 大学の大学職員を対象とした調査では，AD の有

症率は，20 歳代 9.4%，30 歳代 8.3%，40 歳代 5.7%，50 歳代と 60 歳代の合計で 2.5%であ

り，全体の平均は 6.3%であったという報告もある（富板・河野，2008）。 

 成人 AD 患者は，症状による身体的苦痛に加えて心理・社会的な問題が存在すると指摘

されている。複数の質的研究および量的研究から，成人 AD 患者の well-being の低下が報

告されている。このような状況に対し，心理学的支援の必要性が指摘され，効果的な患者

支援を行うための基礎的研究や介入効果の検討が実証的に行われている。心理学的支援は，

症状の改善や AD によって被る心理社会的苦痛を低減させる可能性が期待できるものであ

り，今後ますます，患者支援に関する基礎的研究や介入実践の知見の蓄積が重要であると

考えられる。そこで本研究では，成人 AD 患者の well-being への影響要因に関する先行研

究を概観した上で，成人患者におけるソーシャルサポートと AD に対する認知について検

討を行うこととした。 

 本研究で対象とする成人 AD 患者におけるソーシャルサポートについては，まだ研究数

が少ないものの，いくつかの研究で，well-being との関連の検討が試みられてきた。 

 先行研究を概観した結果，成人 AD患者のソーシャルサポートに関する検討課題として，

第一に，成人 AD 患者独自のソーシャルサポートの内容について検討する必要性があげら

れる。従来から，サポート機能のメカニズムを説明する理論のひとつとしてマッチング・

モデルがあり，一定のニーズと適合するサポートがあれば，そのサポートが効力を発揮す

ると指摘されている（稲葉，1998）。また，近年，ソーシャルサポートのネガティブな効果

にも着目がなされている（菊島，2003）。患者の望むサポートの検討は，ありがた迷惑なサ

ポートを回避し，患者をいかにサポートすればよいかという問題にひとつの知見を提供す

ることができると考えられ，急務である。第二に，ソーシャルサポートの測定次元の問題

についてである。成人 AD 患者における先行研究から，知覚サポートの効果を改めて検討

するため，本研究でも知覚サポートの測定を行いたいと考える。加えて，複数の側面から

ソーシャルサポートを測定し，その差異や関連の検討も行われるようになっている。複数

の次元からソーシャルサポートを検討することによって，サポート効果について新たな知

見が加えられ，また，本疾患患者のソーシャルサポートの特徴についての理解も深めるこ

とができると考えられる。第三に，サポート源の問題である。先述のとおり，同一内容の

サポートであっても，その提供者の違いによってサポートの受け手に与える影響が異なる

ことが示されている（福岡，1992）。また，Dakof ＆ Taylor（1990）は，がん患者におけ
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るソーシャルサポートの有益性をサポートの受け手の視点から検討し，サポートの送り手

が誰であるのかによって，有益であるとみなされるサポートと有益でないとみなされるサ

ポートが大きく異なることを示した。この結果からは，サポート内容とサポート源の交互

作用が推察される。患者の現状把握という観点からも，ソーシャルサポート研究の理論の

観点からも重要であると考えられる。 

 成人 AD 患者の ADに対する認知を検討した研究は，現在のところそれほど多くないが，

成人 AD 患者が ADをどのように捉えているか検討した研究を概観した。 

 その結果，第一に，成人 AD 患者を対象とした AD に対する認知の研究は，まだ研究数

そのものも少なく，知見の蓄積が必要であると考えられた。また，現在のところ知見は少

ないものの，質的研究および病気認知を測定する尺度である IPQ-R を用いた研究結果から，

患者が AD をいかに捉えているかということが，患者の well-being に影響を及ぼしている

可能性が示唆される。第二に，測定尺度の問題である。すべての疾患に共通して使用する

ことを目的として作成されている IPQ-R を用いた検討は既に行われているが，成人 AD 患

者には，本疾患の特徴に起因する特異的な認知が存在するものと推測される。しかし，成

人 AD患者を対象に，ADに対する認知の項目の作成から行われた研究は，現在のところみ

あたらない。そこで，成人 AD 患者における AD に対する認知の様相を明らかにし，その

影響を検討することは，意義があると考えられる。 

 

第第第第 2222 章章章章    本研究本研究本研究本研究のののの目的目的目的目的・・・・意義意義意義意義・・・・構成構成構成構成    

 本研究では成人 AD 患者の well-being に対する影響要因としてソーシャルサポートおよ

び AD に対する認知に着目し，これらの要因の現状把握や影響関係の検討を行い，患者支

援の基礎となる知見を得ることを目的とする。さらに，その結果に基づいた支援案の試作

と評価を行う。本研究の意義は，以下のとおりに整理される。1）本疾患患者特有のソーシ

ャルサポートについて，患者に望まれているサポートおよび知覚サポートといった多角的

観点から理解を深めることが可能になる。2）本疾患患者のアトピー性皮膚炎に対する認知

を具体的に測定することが可能となり，成人 AD 患者に特徴的な認知を把握し理解するた

めの一助となる。3）これまで同時に扱われてこなかった，AD の症状，ソーシャルサポー

ト，AD に対する認知，well-being といった変数の関連性を検討することで，患者の

well-being に影響を及ぼす要因について総合的に理解を深めることができる。またこのよ

うな検討によって，患者の well-being 向上のために効果的な支援のあり方について示唆を
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得ることができる。4）本研究結果にもとづく支援方法の試案を作成・評価することにより，

実証的研究によって得られた知見の応用可能性を検討することができる。また，成人 AD 患

者におけるソーシャルサポートおよび AD に対する認知の双方を含む患者支援は，これま

でに試みられていない方法であり，患者支援の新たな可能性に関する知見を提供すること

ができる。 

 

第第第第 3333 章章章章    成人成人成人成人アトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者のののの望望望望むむむむソーシャルサポートソーシャルサポートソーシャルサポートソーシャルサポート：：：：    

サポートサポートサポートサポート源別源別源別源別のののの構造構造構造構造のののの検討検討検討検討【【【【研究研究研究研究 1111】】】】 

 第 3 章では研究 1 として，成人 AD 患者の望むソーシャルサポートという観点から，自

由記述による質的調査およびその結果にもとづく量的調査を行った。自由記述調査の結果，

患者が有益であるとみなす行動の行為者には家族が多く挙げられ，家族が主要なサポート

源となっていることが示された。また，患者に対する受容的な行動は有益であると解釈さ

れる場合が多く，一方，患者に対する過剰な関わりは不適切であるとみなされる可能性が

高いことが示された。ADに関する情報提供などのように，同じ行動でもポジティブに解釈

される場合とネガティブに解釈される場合もみられ，そのサポートの送り手がサポートの

有益性の評価に影響を及ぼしている可能性が示唆された。さらに，「家族」，「友人・知人」，

「医師」のサポート源別に同一の項目を用い，患者に望まれるソーシャルサポートの構造

の検討を行った。その結果，サポート源によって因子構造や因子に負荷する項目が異なる

ことが確認された。また，「家族」と「友人・知人」には，先行研究ではソーシャルサポー

トの種類としては提案されてこなかった「静観」という因子が確認された。 

 

第第第第 4444 章章章章    成人成人成人成人アトピーアトピーアトピーアトピー性皮性皮性皮性皮膚炎患者膚炎患者膚炎患者膚炎患者におけるにおけるにおけるにおけるソーシャルサポートソーシャルサポートソーシャルサポートソーシャルサポート尺度尺度尺度尺度のののの作成作成作成作成【【【【研究研究研究研究 2222】】】】    

 第 4 章では研究 2 として，研究 1 でサポート源によって望まれるサポートの構造が異な

る可能性が示されたことから，家族と友人・知人に共通の項目を用い，成人 AD 患者に望

まれるサポートについて再度，確認を行った。その結果，希求サポートは，両サポート源

とも 3 因子構造であることと，各因子に負荷する項目は異なることが示された。一方，知

覚サポートは，両サポート源とも 1 因子構造であると判断された。そこで，家族と友人・

知人に共通の項目から構成され，1 因子 5 項目で簡便に知覚サポートを測定可能な尺度の作

成を行った。尺度はそれぞれ，成人アトピー性皮膚炎患者家族サポート尺度（Family 

Support Scale for Adult Atopic Dermatitis Patient; FaSS-AD）および成人アトピー性皮膚
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炎患者友人・知人サポート尺度（Friend Support Scale for Adult Atopic Dermatitis 

Patient; FrSS-AD）と命名された。本尺度は，内的整合性による信頼性，内容的妥当性お

よび併存的妥当性，利用可能性を備えていることが確認された。 

 

第第第第 5555 章章章章    成人成人成人成人アトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者におけるにおけるにおけるにおけるアトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎性皮膚炎性皮膚炎性皮膚炎にににに対対対対するするするする認知認知認知認知：：：：    

テキストマイニングテキストマイニングテキストマイニングテキストマイニングによるによるによるによる探索的検討探索的検討探索的検討探索的検討【【【【研究研究研究研究 3333】】】】 

 第 5 章では研究 3 として，成人 AD 患者特有の AD に対する認知の様相を探索的に検討

するために，インタビュー調査および自由記述調査を行った。得られたテキストデータは，

テキストマイニングの手法により分析を行った。テキストデータの分かち書き，コレスポ

ンデンス分析，クラスター分析といった一連の分析の結果，成人 AD 患者の AD に対する

認知の 8 側面が見出された。 

 

第第第第 6666 章章章章    成人成人成人成人アトアトアトアトピーピーピーピー性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者におけるにおけるにおけるにおけるアトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎認知尺度作成性皮膚炎認知尺度作成性皮膚炎認知尺度作成性皮膚炎認知尺度作成のののの試試試試みみみみ    

【【【【研究研究研究研究 4444】】】】    

 第 6 章では研究 4 として，研究 3 の結果にもとづき，アトピー性皮膚炎認知尺度の作成

を試みた。その結果，6 因子構造が確認された。6 因子のうち，3 因子は第 5 章のクラスタ

ーの内容とほぼ一致するものであった。また，本研究で確認された因子と皮膚疾患特異的

QOL 尺度である DLQI との相関を検討した。その結果，6 下位尺度中 3 下位尺度と有意な

正の相関がみられ，これらの下位尺度は AD に対するネガティブな認知を表しているもの

と考えられた。さらに，成人 AD 患者と AD ではない統制群との量的比較を行い，患者群

の認知の特徴を検討した結果，1 下位尺度を除き，患者群のほうが得点が高いことが示され

た。 

 

第第第第 7777 章章章章    アトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎否定的認知尺度性皮膚炎否定的認知尺度性皮膚炎否定的認知尺度性皮膚炎否定的認知尺度ととととアトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎肯定的認知尺度性皮膚炎肯定的認知尺度性皮膚炎肯定的認知尺度性皮膚炎肯定的認知尺度のののの作成作成作成作成    

【【【【研究研究研究研究 5555】】】】 

 第 7 章では研究 5 として，研究 4 で得られた結果を参考に，肯定的認知に関する項目数

を追加するなどの改良を加え，ADに対する認知を測定可能な尺度の作成を行った。作成さ

れた尺度はアトピー性皮膚炎否定的認知尺度（Negative Cognition Scale for Atopic 

Dermatitis; NCS-AD）およびアトピー性皮膚炎肯定的認知尺度（Positive Cognition Scale 

for Atopic Dermatitis; PCS-AD）と命名された。NCS-ADは，「生活上の不便さ」，「皮膚に
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対する嫌悪感」，「遺伝に対する懸念」の 3 因子から構成された。PCS-ADは，「健康のバロ

メーター」，「人への感謝」，「自己成長」の 3 因子から構成された。両尺度は，内的整合性

による信頼性および因子的妥当性が確認された。また，両尺度は基本的に独立であること

や，一部の否定的認知は罹病期間や現在の痒みの程度と関連があること，肯定的認知は診

断年齢と関連がある可能性が示唆された。 

 

第第第第 8888 章章章章    成人成人成人成人アトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者ののののソーシャルサポートソーシャルサポートソーシャルサポートソーシャルサポートとととと    

アトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎性皮膚炎性皮膚炎性皮膚炎にににに対対対対するするするする認知認知認知認知がががが wellwellwellwell----beingbeingbeingbeing にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす影響影響影響影響【【【【研究研究研究研究 6666】】】】 

 第 8 章では研究 6 として，研究 2 と研究 5 で作成した尺度を用いて，ADに関するソーシ

ャルサポートと AD に対する認知が患者の well-being に及ぼす影響の検討を行った。

well-being は皮膚疾患特異的 QOL および自己肯定意識（対自己領域，対他者領域）で測定

した。また，モデルには主観的指標による症状の変数も含めた。 

 分析の結果，1）ソーシャルサポートは自己肯定意識（対他者領域）に直接的に影響を及

ぼし自己肯定感を高めること，2）ソーシャルサポートは ADに対する肯定的認知を高める

こと，3）AD に対する肯定的認知はソーシャルサポートから影響を受け，自己肯定意識（対

自己領域）を高めること，4）AD に対する否定的認知は，AD の症状から影響を受けてい

ること，5）AD に対する否定的認知は皮膚疾患特異的 QOL を媒介して自己肯定意識（対

自己領域）を低めること，6）AD に対する否定的認知は自己肯定意識（対他者領域）に直

接的に影響を及ぼし自己肯定意識を低めること，などが明らかにされた。 

 

第第第第 9999 章章章章    成人成人成人成人アトピーアトピーアトピーアトピー性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者性皮膚炎患者サポートブックレットサポートブックレットサポートブックレットサポートブックレットのののの試案作成試案作成試案作成試案作成とととと評価評価評価評価【【【【研究研究研究研究 7777】】】】    

 第 9 章では研究 7 として，研究 6 の結果にもとづき AD に対する肯定的認知とソーシャ

ルサポートに焦点を絞り，患者支援のためのブックレットの試案作成を行った。さらにブ

ックレットの試案に対して，成人 AD 患者や患者の周囲の人々による評価を求めた。調査

対象者にはブックレットの意図が概ね理解され，今後の期待も含め有益であるとの評価が

なされた。受動的に読むだけではなく読者が自ら考えることで気づきを促し，認知やサポ

ートの効果を実感できるといった点について，肯定的な評価が得られた。また，調査対象

者からの指摘により，今後の改善点や，サポートの送り手を対象としたブックレットの作

成といった新たな支援の方向性について示唆を得た。 
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第第第第 10101010 章章章章    総合考察総合考察総合考察総合考察    

 本研究は成人 AD 患者の well-being 向上に寄与するための基礎研究という位置づけで，

成人 AD 患者のソーシャルサポートおよび AD に対する認知の現状把握やおよびそれらの

影響関係について検討を行った。 

 ソーシャルサポートについては望まれるサポートおよび知覚サポートといった複数の次

元から検討を行った。その結果，患者の望むサポートや知覚サポートの特徴について，新

たな知見を得ることができた。このことは患者の理解につながり，患者をサポートしたい

と願う患者の周囲の人々に対してひとつの知見を提供するものでもあると考えられる。 

AD に対する認知についても，質的調査による探索的検討から尺度作成を行った。その結果，

AD に対する認知には否定的認知と肯定的認知が存在し，それぞれは独立して異なる機能を

果たしていることが示された。 

 さらに，ソーシャルサポートと AD に対する認知を含むモデルによって，患者の

well-being に影響を及ぼす要因を明らかにすることができた。モデルの検証の結果，AD に

関するソーシャルサポートの知覚は，成人 AD 患者が他者との関係性における自己肯定意

識を高める要因であり，基本的にはポジティブな要因であるといえる。また，ソーシャル

サポートの知覚は，AD に対する肯定的認知を介して対自己領域の自己肯定意識に影響を及

ぼすことが示された。このことからソーシャルサポートという資源を有していることは，

AD を肯定的側面から捉えることのできる心理的余裕につながっていくことが示唆される。 

AD に対する否定的認知については，AD の症状と well-being との関連を媒介する機能を果

たすことが示された。また，AD に対する肯定的認知が well-being に及ぼすポジティブな

効果が示された。AD であることは一種の慢性的ストレス状況でもあるが，そこに肯定的意

味を見出すことは，自己肯定意識を高めることが示唆される。 

 成人 AD 患者サポートブックレットの試案については，改善点およびさらなる応用可能

性について言及した。 

 最後に，本研究の限界および一般化可能性の範囲として，1）AD の重症度について客観

的指標を用いた測定が行われていないこと，2）調査対象者は ADを可能な範囲でコントロ

ールし日常生活を送っている成人 AD 患者であること，3）ブックレットの効果についての

検討の必要性について言及し，今後の展望について述べた。 
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